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令和５年１月実施    職員採用選考 

指示があるまで開いてはいけません。 

 

 

注 意 

１ 問題と解答用紙は別になっています。必ず解答用紙に解答してください。 

 

２ 問題は一般教養 10題で、ページ数は表紙等を含めて 8 ページです。 

 

３ 解答時間は 20分です。 

 

４ 各問題とも正答は 1 つだけです。2 つ以上解答した場合は誤りとなります。 

 

５ 計算を要する場合は、この冊子の余白を利用してください。解答用紙は絶対に使っ

てはいけません。  

 

６ この冊子は持ち帰ることができますが、解答用紙は絶対に持ち帰らないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問１ 文中の下線部の漢字の使い方が誤っているものはどれか。 

 

１ 来月発売される新商品が披露された。 

２ 列車が脱線して転覆事故を起こした。 

３ 組織全体に改めて注意喚起を行う。 

４ 動物虐待に関するニュースが流れる。 

 ５ 彼の人生の奇跡をたどる。 

 

 

問２ 文中の下線部の漢字の使い方が誤っているものはどれか。 

 

１ チーム一丸となって試合に臨む。 

２ 来期の事業計画案を理事会に諮る。  

３ 長年希望していた仕事に着く。 

４ 後輩に野球部への入部を勧める。 

 ５ 税金を納めるのは我々の義務だ。 

 

 

問３ 下線部の漢字の読み方が同じものの組合せはどれか。 

 

 １ 憎悪・悪名 

２ 反逆・逆鱗 

３ 奉納・出納  

４ 一割・割高 

５ 会釈・会葬 

 

 

問４ 以下の漢字の対義語の組合せで誤っているものはどれか。 

 

 １ 湿潤・乾燥 

２ 貢献・寄与 

３ 疎遠・親密 

４ 抑制・促進 

５ 需要・供給 

 

 



問５ 次の四字熟語の漢字と意味が正しいものを２つ選ぶとき、正しい組み合わせは 

どれか。 

 

  A 五里霧中 － 物事の状況が全く分からず、判断に困ること。 

  B 不撓不屈 － どんな困難に出会っても、心がくじけないこと。 

  C 千材一遇 － 千年に一度あるかないかの絶好の機会のこと。 

  D 異口同音 － 複数の人が口をそろえて同じことを言うこと。 

  E 大器晩成 － 偉大な人は、世に出るまでに時間がかからないということ。 

 

１ A・C 

２ A・B 

３ B・E 

４ C・D 

５ D・E 

 

 

問６ Ａ～Ｆの 6 人が、早く到着した順番に右から横 1 列に並んでいる。6 人の並び順につ

いて以下のことがわかっているとき、正しいのはどれか。 

 

ア Ａより早く着いたものは 2 人おり、そのうち 1 人はＣである。 

イ ＢとＥの間には 2 人おり、Ｅのほうが右側に並んでいる。 

ウ ＤはＢより早く着いた。 

 

１ Ｆは 1 番左端に並んでいる。 

２ 最も早く着いたのはＤである。 

３ ＡとＤの間に 1 人並んでいる。 

４ ＥはＤより遅く着いた。 

５ Ｂより早く着いたものは 3 人である。 

 

 

 

 

 

 

 

 



問７ Ａ～Ｃの３つのスーパーマーケットがあり、それぞれ青果、食肉、惣菜のどれか１

つに力を入れており、同じジャンルに力を入れている店舗はない。次のことがわかっ

ているとき、確実にいえるものはどれか。 

 

ア 青果に力を入れている店舗の売上は、Ａより多い。 

イ Ｂの売上は、食肉に力を入れている店舗の売上より少ない。 

ウ Ｃの売上は、惣菜に力を入れている店舗の売上より多い。 

 

１ Ａは惣菜に力を入れている。 

２ Ｂは青果に力を入れている。 

３ Ｃは売上が一番高い。 

４ 一番売上が多いのは、食肉に力を入れている店舗である。 

５ 青果に力を入れている店舗は 2 番目に売上が高い。 

 

 

問８ Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４人でパンを合計 160 個販売した。各人が販売したパンの個数を

比較すると、Ａ：Ｂ＝２：３、Ｂ：Ｃ＝４：５であり、ＤはＣより 10 個多く販売した。

このとき、パンを販売した個数が最も多い者と最も少ない者の販売個数の差はいくら

か。 

  

 １ 11 個 

 ２ 16 個 

 ３ 26 個 

 ４ 31 個 

 ５ 46 個 

 

 

問９ １冊の本を３日間で読み切ることにし、１日目は全体の４分の１ 、２日目は残りの 

３分の２を読み、３日目は 150 ページを読み、この本を読み終えた。この本は全部で

何ページあるか。 

 

 １ 600ページ 

 ２ 660ページ  

 ３ 700ページ 

 ４ 760ページ 

 ５ 800ページ 



問１０ 次の文章の Ａ ～ Ｄ に入る言葉の組み合わせとして、最も妥当なものは

どれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    Ａ     Ｂ      Ｃ      Ｄ 

１ それなのに なぜなら   もちろん   要するに 

２ もちろん  なぜなら   要するに   それなのに 

３ なぜなら  それなのに  もちろん   要するに 

４ なぜなら  要するに   それなのに  もちろん 

５ 要するに  それなのに  なぜなら   もちろん 

 

 「困っている人がいたら助けましょう」。これが小学生の頭の中にある行動規範です。 

 Ａ 学校の授業でそう習ってきたし、そうすべきだと自分でも心がけてきたからで

す。世界は、困っている人が当然のように助けられる場所だと思っていた。 

 Ｂ 、その絶対的なルールを、一番身近な大人である母親が目の前でやぶったので

す。パニックになるのも無理はありません。 

 Ｃ 、私も「困っている人は助けるべきだ」ということは理解していたつもりです。

けれども、あの状況でそれに従うことはできなかったし、従うのが最善ではないかもしれ

ないということ、つまりこの規範がそれほど絶対的ではないということも、いつの間にか

知っていました。「困っている人は助けるべきだ」は「タテマエ」であって、「ホンネ」は

別にある。そんなふうに考えていました。 

 Ｄ 、私と息子は、道徳と倫理のあいだで引き裂かれていたのでした。 

 

（伊藤亜紗「手の倫理」より） 

 

 

 

 

 

※この部分は、著作権の都合により掲載できません。 

 

 

 

 

 

（伊藤亜紗「手の倫理」より） 

 


